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佐 藤 昭 典
2元合金における相分離はよく知られている｡ここでは,高温で-様な状態から急冷した時
に,-様な相が不安定になり,濃度の違う2相が安定になり,その2つの相が,空間で発達し
てゆく過程を秩序化過程と呼ぶ｡秩序化過程では,保存量である濃度の他に,非保存量の秩序
度があり,それぞれ異なった秩序化を示す｡一般に,濃度の秩序化過程を相分離,秩序度のそ(1)
れを規則化と呼ぶ.規則化に伴なって, 相分離が同時進行する例が,FeAl合金等に見られる｡
トリクリティカル系は,そのような例で見られるように,3つの相が共存できる系といえる｡
トリクリティカル系に限らず,秩序化過程にみられる濃厚や秩序度の空間発展のシミュレー
ションとしては,イジングモデルのモンテカルロ法が,ダイナミクスを含む方法として,研究
されてきた(.2)それに対して,大野-PuriによってCDS(CellDynamicalSystem )が提案
された(.3)この方法は,秩序化過程における濃度等の成長を,うまく表現しているようにみえる｡
しかし,そこで使われるパラメタ-を,現実の物理量に対応させることは,イジングモデルに
比して,困難である｡
ここでは,大野-Puriの方法を, トリクリティカル系の秩序化過程に適用し,その濃度と秩
序度のつくり出すパターン成長を調べる｡
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